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国
土
交
通
省
で
は
、平
成
25
年
7
月
1
日
に
、国

土
交
通
大
臣
を
本
部
長
と
す
る「
国
土
交
通
省
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
首
都
直
下
地
震
対
策
本
部
」（
以

下
、「
対
策
本
部
」）を
設
置
し
、平
成
26
年
4
月
1
日

の
第
3
回
対
策
本
部
会
議
で「
国
土
交
通
省
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
計
画
」及
び「
首
都
直
下
地
震

対
策
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
8
月
24
日
に
、第
6
回
対
策
本
部

会
議
を
開
催
し
、両
対
策
計
画
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、重
点
対
策
を
決
定
し

ま
し
た
。

で
は
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
首
都
直
下
地
震
に
想

定
さ
れ
る
主
な
被
害
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、地
震
発
生
後
数
分

か
ら
数
十
分
で
巨
大
な
津
波
が
関
東
か
ら
九
州
の
太

平
洋
岸
に
押
し
寄
せ
る
た
め
、沿
岸
部
を
中
心
に
広

域
か
つ
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す（
図

−1
）。

巻頭特別インタビュー

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・

首
都
直
下
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い
て

図–1 南海トラフ巨大地震　津波の高さ

今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
首
都
直
下
地
震
に
備
え
、国
土
交
通
省
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
か
、

国
土
交
通
省 
水
管
理
・
国
土
保
全
局 

防
災
課 

大
規
模
地
震
対
策
推
進
室 

東
出
室
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

国
土
交
通
省 

水
管
理
・
国
土
保
全
局 

防
災
課

大
規
模
地
震
対
策
推
進
室 

東
出
室
長
に
聞
く

出典：南海トラフの巨大地震モデル検討会（内閣府）
「南海トラフの巨大地震による津波高・浸水域等（第二次報告）」より引用
注）（ ）の数字は各ケースの最大値を引用
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
時
の
超
高
層
建
築
物
等

の
長
周
期
地
震
動
に
つ
い
て
、国
土
交
通
省
で
と
り

ま
と
め
た
対
策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

国
土
交
通
省
は
、平
成
28
年
6
月
24
日
、超
高
層

建
築
物
等
に
お
け
る
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震

に
よ
る
長
周
期
地
震
動
へ
の
対
策
に
つ
い
て
と
り
ま
と

め
、公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
対
策
は
、南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
約
1
0
0
～

1
5
0
年
の
間
隔
で
発
生
し
て
い
る
と
さ
れ
る
Ｍ
8
～

9
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
に
備
え
、関
東
地
域
、静
岡
地

域
、中
京
地
域
及
び
大
阪
地
域
の
4
つ
の
対
象
地
域

内
に
お
い
て
、平
成
29
年
4
月
1
日
以
降
に
申
請
す
る

性
能
評
価
に
基
づ
き
超
高
層
建
築
物
等
を
新
築
す
る

際
の
大
臣
認
定
の
運
用
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、同

区
域
内
の
既
存
の
超
高
層
建
築
物
等
に
つ
い
て
、今
回

対
策
を
求
め
る
地
震
動
の
大
き
さ
が
設
計
時
の
想
定

を
上
回
る
場
合
に
は
、大
き
な
揺
れ
に
よ
る
家
具
の
転

倒
、内
外
装
材
や
設
備
の
損
傷
等
に
よ
る
危
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、自
主
的
な
検
証
や

必
要
に
応
じ
た
補
強
等
の
措
置
を
促
す
も
の
で
す
。

ま
た
、既
存
の
超
高
層
建
築
物
等
に
つ
い
て
、長
周

期
地
震
動
に
対
す
る
耐
震
診
断・耐
震
改
修
を
行
う

場
合
に
は
、国
の
支
援
制
度
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

対
策
の
背
景
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

平
成
15
年
9
月
の
十
勝
沖
地
震
に
お
い
て
、震
央

か
ら
約
2
5
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
苫
小
牧
市
内
で

石
油
タ
ン
ク
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。平
成
23
年
3

月
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、首
都
圏
や
大

阪
湾
岸
の
超
高
層
建
築
物
に
お
い
て
、大
き
な
揺
れ
が

観
測
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
現
象
に
つ
い
て
は
、長
周

期
か
つ
長
時
間
継
続
す
る
地
震
動（
長
周
期
地
震
動
）

に
超
高
層
建
築
物
が
共
振
し
て
揺
れ
が
大
き
く
な
っ

た
こ
と
が
、そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
住
宅
局
で
は
、国
土
技
術
政
策
総
合

研
究
所
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
建
築
研
究
所
の

協
力
の
も
と
、平
成
20
年
度
よ
り
、既
往
の
観
測
地
震

記
録
に
基
づ
く
長
周
期
地
震
動
の
評
価
手
法
の
検
討

と
、長
周
期
地
震
動
を
考
慮
し
た
設
計
用
地
震
動
の

作
成
手
法
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

建
築
物
に
影
響
を
与
え
る
0.1
～
10
秒
の
幅
広
い
周
期

成
分
を
含
む
設
計
用
長
周
期
地
震
動
の
作
成
手
法

を
ま
と
め
ま
し
た
。

一方
、内
閣
府
に
お
け
る「
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大

地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」及
び「
首
都
直
下
モ
デ
ル
検
討

会
」に
よ
り
、「
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
に
よ
る

長
周
期
地
震
動
に
関
す
る
報
告
」（
平
成
27
年
12
月

17
日
）が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
対
策
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
勘
案
し
、建
築
基

準
法
に
基
づ
く
超
高
層
建
築
物
等
に
お
け
る
南
海
ト

ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
に
よ
る
長
周
期
地
震
動
の
対

策
に
つ
い
て
、現
時
点
ま
で
に
得
ら
れ
た
技
術
的
知
見

に
基
づ
き
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

巻頭特別インタビュー

超
高
層
建
築
物
等
に
お
け
る
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の

巨
大
地
震
に
よ
る
長
周
期
地
震
動
へ
の
対
策
に
つ
い
て

今
後
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
、超
高
層
建
築
物
等
に
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
長
周
期
地
震
動

（
長
周
期
か
つ
長
時
間
継
続
す
る
地
震
動
）へ
の
対
策
に
つ
い
て
、国
土
交
通
省 

住
宅
局 

建
築
指
導
課
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

国
土
交
通
省 

住
宅
局 

建
築
指
導
課
に
聞
く
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戎
先
生
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
で
多
く
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
再
生
に
尽
力
さ
れ
た
あ
と
、東
日
本
大

震
災
や
昨
年
の
熊
本
地
震
に
際
し
て
も
、マ
ン
シ
ョ
ン

復
興
の
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
震

に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
復
興
に
つ
い
て
お
話
を
し
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

１ 

兵
庫
県
南
部
地
震 

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）

　
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
の
復
興
を
考
え
る
場
合
の
原
点
は

兵
庫
県
南
部
地
震
で
し
た
。こ
の
地
震
の
発
生
当
時

は
、区
分
所
有
法
の
建
替
え
決
議
の
規
定
は
あ
り
ま

し
た
が
、こ
の
時
点
ま
で
に
建
替
え
ら
れ
た
マ
ン
シ
ョン

は
、立
地
も
良
く
容
積
率
に
余
裕
が
あ
っ
た
た
め
、全

員
合
意
の
う
え
で
不
動
産
事
業
会
社
と
等
価
交
換

方
式
で
行
っ
た
事
例
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。す
な

わ
ち
、多
数
決
で
建
替
え
た
と
い
う
先
例
も
な
く
、そ

の
結
果
と
し
て
、建
替
え
に
賛
成
を
し
な
い
区
分
所
有

者
に
対
し
て
売
り
渡
し
請
求
権
を
行
使
し
た
事
例
も

な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
加
え
て
、マ
ン
シ
ョン
が
被
災
し
た
ら
ど
う
な
る
か
誰

も
経
験
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、法
律
も
未
整
備
な
状

況
で
の
被
災
マ
ン
シ
ョン
の
復
興
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
も
っ
と
も
、こ
の
地
震
に
よ
り
こ
う
し
た
問
題
が
出

て
き
た
こ
と
か
ら
、迅
速
な
対
応
が
な
さ
れ
、地
震
か

ら
2
カ
月
程
度
で「
被
災
区
分
所
有
建
物
の
再
建
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以
下
、「
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン

法
」）が
制
定
さ
れ
、全
壊
し
た
マ
ン
シ
ョン
の
復
興
に
つ

い
て
特
別
多
数
決
議
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ

か
、平
成
14
年
に
は「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑

化
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
え

法
」）が
制
定
さ
れ
、マ
ン
シ
ョン
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
取
ら
れ
て
き
た
等
価
交
換
手
法
だ
け
で
な

く
、行
政
が
関
与
し
た
権
利
変
換
方
式
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

２ 

東
日
本
大
震
災

　
東
日
本
大
震
災
は
、直
下
型
の
地
震
で
は
な
か
っ
た

こ
と
と
、被
災
地
の
中
で
マ
ン
シ
ョン
が
あ
る
程
度
供
給

さ
れ
て
い
た
の
は
仙
台
市
の
み
で
あ
り
、ま
た
、マ
ン
シ
ョ

ン
の
被
害
も
兵
庫
県
南
部
地
震
の
と
き
ほ
ど
顕
著
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、こ
の

地
震
で
も
マ
ン
シ
ョン
の
被
災
に
つ
い
て
新
た
な
問
題
が

出
て
き
ま
し
た
。す
な
わ
ち
、損
壊
の
程
度
が
著
し
い

マ
ン
シ
ョ
ン
を
復
旧
す
る
に
は
か
な
り
の
費
用
が
か
か

る
の
で
す
が
、不
動
産
の
評
価
が
高
く
な
い
こ
と
か
ら
、

復
旧
や
建
替
え
で
は
な
く
、管
理
組
合
を
解
散
し
て
マ

ン
シ
ョン
と
敷
地
を
売
却
す
る
と
い
う
選
択
肢
の
検
討

が
必
要
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
こ
と
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、平
成
24
年
に
は
被
災
マ
ン
シ
ョン
法

が
改
正
さ
れ
、政
令
で
定
め
た
災
害
で
被
災
を
し
て
い

る
と
い
う
特
別
の
事
情
が
あ
る
マ
ン
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、

敷
地
売
却
の
制
度
が
で
き
ま
し
た
。す
な
わ
ち
、被
災

マ
ン
シ
ョ
ン
の
復
興
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
あ
っ
た
、修

繕
、復
旧
、建
替
え
に
加
え
て
、売
却
と
い
う
第
四
の
選

択
肢
が
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、東
日
本
大
震
災
で
問
題
と
な
っ
た
事
項
と

し
て
は
、建
物
に
は
大
き
な
被
害
が
な
い
も
の
の
敷
地

や
埋
設
管
に
大
き
な
被
害
が
出
た
場
合
の
復
旧
で

す
。

専門家インタビュー

え
び
す

弁
護
士
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学 

客
員
教
授  

戎

　正
晴

被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
の
復
興
に
つ
い
て

い
つ
、ど
こ
で
、次
の
大
地
震
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
、マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
や
区
分
所
有
者
は
今
何
を
す
べ
き
な
の
か
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、昨
年
の
熊
本
地
震
に
際
し
て
も
、多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
復
興
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る
戎
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
の

背
景

マ
ン
シ
ョ
ン
の
普
及
で
向
上
し

た
都
市
の
安
全
性

国
土
交
通
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、平

成
27
年
末
現
在
の
全
国
の
マ
ン
シ
ョ
ン
ス

ト
ッ
ク
戸
数
は
6
2
3
万
戸（
図—

1
）で

あ
り
、約
1
8
0
0
万
人
が
生
活
を
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
株
）東
京
カ
ン
テ
イ
は
、ス
ト
ッ
ク
戸

数
と
世
帯
数
を
基
に
算
出
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
化
率
を
毎
年
発
表
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
28
年
末
現
在
の
マ
ン
シ
ョン
化
率
は

全
国
で
は
12.
2
％
、東
京
23
区
は

30.
84
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
は
本

格
的
な
人
口
減
少
時
代
を
む
か
え
て
い

ま
す
が
、マ
ン
シ
ョ
ン
は
都
市
部
を
中
心

に
着
実
に
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、地
方
の
伝
統
的
な
集
落
等
が
消
滅

す
る
一
方
で
、利
便
性
の
高
い
都
市
部
へ

の
人
口
移
動
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。中
心
市
街
地
の
再
開
発

等
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
に
取

り
組
む
自
治
体
も
多
く
、賃
貸
住
宅
を

含
む
マ
ン
シ
ョン
型
の
共
同
住
宅
に
居
住

す
る
人
の
割
合
は
、今
後
ま
す
ま
す
増

え
る
は
ず
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
堅
固
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
建
物
が
増
加
し
、住
宅
の
不
燃

化
が
進
ん
だ
こ
と
で
都
市
の
安
全
性
が

全
体
と
し
て
向
上
し
た
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。東
京
都
は
火
災
が
発
生
し
て
も

地
区
内
に
大
規
模
な
延
焼
火
災
の
恐
れ

が
な
く
、広
域
的
な
避
難
を
必
要
と
し

な
い「
地
区
内
残
留
地
区
」を
34
カ
所
、

約
1
0
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
指
定
し
て

い
ま
す
が
、こ
れ
も
マ
ン
シ
ョン
等
が
普
及

し
た
こ
と
が
背
景
に
な
って
い
ま
す
。

発
災
時
、マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
支
援

は
遅
れ
る
可
能
性
が

そ
の一
方
で
、都
市
部
に
は
地
震
防
災

上
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
密
集
市
街

地
が
未
だ
に
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
が
平
成
24
年
に「
地
震
時

等
に
著
し
く
危
険
な
密
集
市
街
地
」と

し
て
約
6
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
公
表
、

平
成
32
年
度
ま
で
に
お
お
む
ね
解
消
す

る
と
い
う
目
標
を
定
め
て
い
る
よ
う
に
、

現
在
も
木
造
密
集
市
街
地
の
解
消
が

1

出典：国土交通省図–1　全国のマンションストック戸数
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グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ハ
イ
ラ
イ
ズ
は
、Ｊ
Ｒ
中
央
線

三
鷹
駅
か
ら
徒
歩
15
分
の
立
地
で
、周
辺
に
は

公
園
や
市
営
運
動
場
な
ど
も
あ
り
、自
然
環
境

に
は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。従
前
よ
り
武

蔵
野
市
の
マ
ン
シ
ョン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
に
よ

り
耐
震
改
修
に
つい
て
話
し
合
って
い
ま
し
た
が
、

費
用
面
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
実
施
に

至
って
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
平
成
23
年
に
、東
京
都
の
特
定
緊
急
輸
送
道

路
沿
道
建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業
の
対
象
建

物
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、耐
震
化
に
向
け

て
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。理
事
会
と
設

計
者
が
連
携
し
、行
政
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い

た
だ
き
な
が
ら
耐
震
診
断
を
速
や
か
に
進
め
、

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
ま
で
に
至
り
ま

し
た
。

　
今
回
、耐
震
工
事
を
行
う
に
あ
た
り
、以
下
の

諸
条
件
に
よ
り
施
工
方
法
を
決
定
し
ま
し
た
。

・�

最
小
の
Is
値
は
0.3
未
満
で
あ
り
、
必
要
補

強
量
が
多
い
。

・�

北
面
は
突
出
部
が
あ
る
な
ど
補
強
構
面
が

不
足
し
、
南
面
が
主
な
補
強
構
面
と
な
る
。

・�

1
階
は
専
用
庭
を
有
し
、
窓
先
に
十
分
な

空
地
が
あ
り
施
工
空
間
に
余
裕
が
あ
る
た

め
、
ア
ウ
ト
フ
レ
ー
ム
形
式
の
補
強
が
可
能

で
あ
る
。

・�

南
側
前
面
に
は
ブ
レ
ー
ス
配
置
を
避
け
た
い
。

・�

在
来
工
法
の
補
強
で
は
、大
き
な
柱
が
必
要
。

・�

事
前
に
重
機
計
画
を
検
討
し
重
機
進
入
、

建
方
が
可
能
と
の
判
断
に
依
っ
て
P
C
a
フ

レ
ー
ム
施
工
可
と
判
断
。

・�

P
C
a
フ
レ
ー
ム
の
精
度
、ひ
び
割
れ
に
く
さ
、

工
期
短
縮
、
現
場
に
お
け
る
粉
じ
ん
等
が
少

な
い
、施
工
が
可
能
等
の
諸
条
件
を
勘
案
し
、

K
T
B

・

P
Ca
P
C
工
法
を
採
用
し
た
。

・��

こ
の
他
に
、
極
脆
性
柱
解
消
の
た
め
に
構
造

ス
リ
ッ
ト
新
設
、
共
用
部
回
り
の
C
B
壁
転

倒
防
止
な
ど
を
行
っ
た
。

採
光
・
通
風
を
妨
げ
な
い
外
付
け

フ
レ
ー
ム
工
法
に
よ
る
耐
震
工
事

工事費用 1億9,000万円
●竣工

昭和46年
　●構造・規模・総戸数
RC造7階建て 55戸

●設計監理者
　ぴいえいえす設計株式会社

●施工者
菊池建設株式会社

　●工事期間
平成27年7月～平成28年2月

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ハ
イ
ラ
イ
ズ

耐震

東
京
都
武
蔵
野
市

物
件 

D
A
T
A

CASE
1

Before
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